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本
書
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
儒
学

者
、
伊
藤
仁
斎

（
一
六
二
七
～

一
七

〇
五
）
の
門
人
録
で
あ
る
。
仁
斎
は

朱
子
学
的
注
釈
を
否
定
し
、
直
接
に

『論
語
』
『孟
子
』
を
読
解
し
て
孔
子

本
来
の
思
想
を
解
明
す
る
古
義
学
と

い
う
学
説
を
唱
道
し
た
。
そ
し
て
、

価
値
あ
る
道
徳
は
日
常
的
な
人
間
関

係

（人
倫
日
用
）
の
中
に
の
み
あ
り
、

人
が
生
ま
れ
持

つ
良
心
を
充
実
さ
せ

て
い
け
ば
、
誰
で
も
仁
義
礼
智
の
徳

に
到
達
で
き
る
と
説
い
た
。
寛
文
二

年

（
一
六
六
二
）
に
京
都
堀
川
に
学

塾

「古
義
堂
」
を
開
き
、
多
く
の
門

弟
を
指
導
し
た
。

著
者
の
伊
藤
束
涯
は
仁
斎
の
長
男

で
、
古
義
堂
二
代
塾
主
。
本
書
は
東

涯
が
伊
藤
家
子
孫
の
た
め
に
作
製
し

た
も
の
で
、
仁
斎
と
親

交
の
深
い
医
師
井
上
養

白
、
有
馬
存
庵
な
ど
の

知
人
や
、
北
村
篤
所
な

ど
の
高
弟
ら
七
十
九
名

の
略
伝
を
収
録
す
る
。

医
師
や
富
商
に
並
ん
で
、

三
河
国
の
農
民
と
し
て

菅
谷
太
次
兵
衛
の
名
が
見
え
、
上
層

農
民
に
も
仁
斎
の
教
え
が
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本

書
は
仁
斎
の
学
問
と
教
え
を
生
涯
に

わ
た
り
信
奉
し
た
人
々
に
つ
い
て
、

東
涯
が
自
身
の
見
間
に
基
い
て
筆
録

し
た
も
の
で
あ
り
、
元
禄
頃
の
古
義

堂
関
係
者
を
知
る
上
で
最
も
信
頼
で

き
る
資
料
の

一
つ
で
あ
る
。

掲
出
書
は
伊
藤
東
涯
自
筆
本
。
享

保
九
年

（
一
七
二
四
）
に

「先
識
伝
」

と
し
て
起
稿
さ
れ
た
本
書
は
同
十
四

年
ま
で
改
訂
増
補
さ
れ
、
同
年
に
至

り
図
版
の
よ
う
に
書
名
も
「先
瀞
伝
」

と
改
め
ら
れ
た
。
東
涯
の
子
で
三
代

塾
主
の
伊
藤
東
所
が
装
訂
、
編
成
し

た
東
涯
遺
稿
集

「紹
述
先
生
遺
稿
」

の
う
ち
の

一
冊
で
あ
る
。

（天
理
図
書
館
　
山
根
陸
宏
）
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